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【講師 プロフィール】 
 

1948年東京生まれ。 

玉川大学農学部卒業後、東京農工大学、東京大学の大学院を経て 

1975年玉川大学助手に。 

途中２年間のワシントン大学動物学部研究員を経て1988年から教授。 

農学部長、大学院農学研究科長、学術研究所長などを歴任。 

現在、同大学名誉教授。 

著書は「養蜂の科学」「ニホンミツバチ」「蜂からみた花の世界」 

「動物は何を考えているか」など多数。 
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昆虫からみた
花（植物）の世界

元 玉川大学学術研究所長
ミツバチ科学研究センター主任

現玉川大学名誉教授 佐々木 正己

今日の話題

昆虫とは？
昆虫の特徴 （どう進化・繁栄してきたか？）

（体の構造・機能上: 眼、触覚、口、脚、翅 など）
（体の内部構造：呼吸、循環、神経 など）

昆虫の植物の関係１：寄主植物特異性とは？

同２：昆虫と花（植物）との共生（蜜、花粉の利用と
ポリネーション）

同３：ミツバチの危機から自然・地球環境 を考える
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記憶と学習
匂いの識別
味の識別
色の識別
音を聞く
長さ・角度を測る
数を数える
図形の識別
絵画の比較鑑賞？

脳神経細胞数： 約１００万個 （ミツバチ）

ハチを社会から隔離して独房内で育てると…

.
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加齢に伴う学習能力の発達 記憶内容の保持日数

●幼いハチでは学習能力の発達が遅れる

●いったん学習した内容の保持日数が短くなる

隔離（独房）中

コロニー
（社会）の中

隔離（独房）中

ヒトの幼児保育や老人性痴呆症などに共通！
（Ichikawa & Sasaki, 2003）

社会的環境と学習能力の発達
１万個の脳が連絡し合い、分業し、
コロニー（群）全体で一つの
「機能的生命体」 を構成

リーダーなしでも すばらしい状況判断ができ、

住環境を調節して熱帯から寒帯まで１種で広く分布し、

４ｋｍ四方から採餌して、いろいろな物を食べる。

人間とよく似ている！
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佐々木 2008より

植物を食べる昆虫は、どの植物でも食べられるわけではなく、
決まった植物だけを食べている。このような現象を寄主植物特異性
という。

・モンシロチョウは、キャベツとダイコンとどちらを好むか？
→ Vershaffeld の研究（アブラナ科に共通する成分が関係？）
→ 佐々木の研究（1975)（発想の転換、香蔵庫？）

・モンシロチョウは、なぜマツの木（葉）を食べないのか？
→ カタバミ，クスノキ（食糧資源競争に有利）

・栄養以外にも利用
→ ジャコウアゲハ、クルミハムシ

昆虫の植物の関係１：
寄主植物特異性とは？ カイコとクワ（Ⅰ）

普通、カイコはクワの葉しか摂食しないが、味覚器官を切除したカイコ
はクワと同様にキャベツやサクラの葉も摂食するようになる (鳥居ら，
1948)

カイコがクワを摂食する三つの因子がある（浜村の一連の研究）。
誘引因子のシトラール、かみつき因子のβ-シトステロール、のみこみ因
子のセルロース、その他シリカやショ糖などの補助因子である。さらにカ
イコの生育に必要な栄養素も解明され、カイコの人工飼料が開発された。

人工飼料を食べるカイコ
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カイコとクワ（Ⅱ）

農業生物資源研究所と食品総合研究所は2006年１月、クワの葉がカイ
コ以外の昆虫に対して強い毒性と耐虫性をもち、それがクワの葉を傷つ
けたとき葉脈からしみ出てくる白い乳液に含まれる成分に起因している
ことを解明した。

クワ乳液を分析した結果、糖代謝の阻害剤として知られる３種の糖類
似アルカロイド物質が多量に含まれることが判明した。これらの物質は
クワを食べない昆虫には強い毒性・成長阻害活性を示したが、カイコに
はまったく影響がなかった。これは、クワが乳液成分で昆虫による食害
から身を守る一方、カイコがクワの防御機構に巧妙に適応したことを示
している。

コアラとユーカリの関係と同じように、生存競争に生き残るために、他
の昆虫にとって毒であるクワを寄主にしたのではないだろうか。

昆虫と花（植物）との共生
（蜜、花粉の利用とポリネーション）

エネルギー効率重視のミツバチにとって

花資源の評価の３要素は：「質・量・距離」

■ 近くによい花がない
→遠くまで行くか
→報酬の少ない花で我慢

■ 巣箱の数が多すぎ
→近くには花はあっても蜜がない
→遠くまで行くしかない

5 km

10 km

3 km
2 km

１ ｋｍ 距離が増すごとに

１ｍｇ の蜜を燃費として
消耗

巣箱

どこまで飛ぶかは、周囲の花事情による

ユリノキ（モクレン科）

ナンテン（メギ科）

トサミズキ（マンサク科）

ソ バ （タデ科）

シナノキ（シナノキ科）

タチアオイ（アオイ科）

アセビ（ツツジ科）

ビ ワ （バラ科）

ネ ム（ネムノキ科）

ソラマメ（マメ科）

オオマツヨイグサ（アカバナ科）

ヒゴロモソウ（シソ科）

蜜源植物を知る方法：
ハチ蜜中に存在する花粉を分析 （１ｇ中に 数千〜１万個程度）

アカツメクサ

クリムソンクローバ

シロツメクサ

ソ ラ マ メ

ニセアカシア

フ ジ

マルバハギ

ヤ マ ハ ギ

ル ピ ナ ス

レ ン ゲ

アレチヌスビトハギ

アキノノゲシ

セイタカアワダチソウ

コセンダングサ

コ ス モ ス

キバナコスモス

キ ク イ モ

オオハンゴンソウ

セイヨウタンポポ

ツ ワ ブ キ

ヒレアザミ

ヤグルマギク

マ メ 科 キ ク 科

キウイ 雄花

キウイ 雌花

ク サ ギ

オオイヌノフグリ

ヒメオドリコソウ

ネナシカズラ

ナ シ

ダ ン ギ ク

カナムグラ

マツムシソウ

その他特徴的なもの

花粉ダンゴの色 （全192 種を収録：RGB数値データ付）

１直接生産物
■ハチミツ（自給率４％）

■ローヤルゼリー

■蜂の子

■花粉ダンゴ

■プロポリス

2花粉媒介機能

■リンゴ，イチゴ，スイカ
などの果実生産

■Ｆ１ハイブリッド
野菜・花卉の種子生産

■ ヒマワリ，菜種などの

油用種子生産

■広葉樹林の維持

■蜂ろう（ワックス）

■蜂毒（蜂針療法）
これらの
経済価値試算
(日本の場合）

７２ 億円

３５２５ 億円

日本養蜂はちみつ協会
ポリネーター利用実態調査報告書（１９９９）

マメ科牧草や広葉樹林の維持を除く

ハチ目
ハエ目
甲虫目
ほか
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昔： 自然生態系 の中のミツバチ

今： 農業生態系 への高依存 （採 蜜）
農地も ミツバチを要求 （花粉媒介）

開発で野生ポリネータの激減

農薬への暴露増

食物多様度の低下
による栄養ストレス

移動ストレス

生理的不健康 ･ 疾病の頻発

劣悪環境（ハウス）

単一花粉ではミツバチの免疫活性が低下

混合花粉では免疫性も巣内の清浄化も適正

Alaux et al（2010）

2004
過労働、高温、移動などのストレスの影響

セイヨウミツバチ
の導入

オオスズメバチ

寄生ダニ類

外来新疾病

野生ポリネーター
の多様性

蜜源植物量の推移

？

現在
近未来過去

在来種日本蜂

２０１４１８７７

激動のミツバチ事情：
これからのシナリオは

どうなるのか？

？

本来なら花資源を共有すべき ライバル達 が いない

（ 訪花昆虫の 数 ・ 多様度 がきわめて 低い から ）

これをもって 「よい環境」 といえるか？

実は 皮肉な現象

ミツバチが 蜜･花粉源を 独り占め状態

（ 健康な土、多様な緑を ）

都市養蜂 年間50 kg / 群！

たくさん蜜が採れる都市での養蜂を喜んでよいのか？


